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そば打ちに挑戦する受講生たちーさいたま市大宮区吉敷町

実
践
。
「
知
り
合
い
や
親
戚
に
振
る

舞
う
と
喜
ば
れ
る
。
自
分
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っ
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今
月
間
日
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室
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掛
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却
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講
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が
見
守
る
中
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閃
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ン

を
超
え
る
大
き
な
鉢
の
中
で
そ
ば
粉

と
中
力
粉
を
混
ぜ
た
り
、
大
き
な
包

丁
で
生
地
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っ
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し
て
い
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教
室
で
そ
ば
打
ち
を
学
ん
だ
人
に

は
、
「
腕
試
し
」
の
機
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も
あ
る
。

全
国
組
織
の
「
全
国
麺
類
文
化
地
域

間
交
流
推
進
協
議
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」
が
定
期
的
に
、

そ
ば
打
ち
の
技
術
を
評
価
す
る
「
段

位
認
定
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」
を
実
施
。
初
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か
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5

段
ま
で
を
目
指
し
て
、
多
く
の
人
が

参
加
し
て
い
る
。

教
室
を
主
催
す
る
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楽
部
名
誉

会
長
の
阿
部
成
男
さ
ん
(
筋
)
は
「
湿

度
が
高
い
と
水
を
少
な
く
す
る
な

ど
、
そ
ば
打
ち
は
臼
に
よ
っ
て
違
い
、

完
壁
と
い
一
つ
の
が
な
か
な
か
な
い
。

何
度
か
続
け
て
技
術
を
習
得
し
て
も

ら
い
、
家
庭
で
も
そ
ば
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。
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